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コブリス・プラスＡＰＩ利用規約 
 

第 1条（適用） 
本規約は、一般財団法人日本建設情報総合センター（以下「ＪＡＣＩＣ」といいます。）

が提供する「コブリス・プラスＡＰＩ」の利用にかかわる一切に適用します。 
第２条（用語の定義） 
本規約で使用する用語の定義は次のとおりです。 
1. 「コブリス・プラス」とは、建設副産物・発生土の情報を異なる利用者間で共有す

るために、ＪＡＣＩＣが運営する情報サービスです。 
2. 「コブリス・プラスＡＰＩ」とは、ＡＰＩ技術を使って、ＡＳＰ事業者や建設会社

等の電子マニフェスト作成等のためのシステム（以下「自社システム」といいます。）
とコブリス・プラスとの間でデータ連携を行うために、ＪＡＣＩＣが運営する情報
サービス（以下「本サービス」といいます。）です。 

3. 「利用者」とは、本サービスを利用するＡＳＰ事業者や建設会社等の法人及びその
構成員をいいます。 

4. 「情報登録者」とは、本サービスを介してコブリス・プラスに建設副産物・発生土
に関する情報を登録した、コブリス・プラスを利用している者をいいます。 

5. 「登録データ」とは、情報登録者が本サービスを介してコブリス・プラスに登録し
た建設副産物・発生土に関する情報をいいます。 

第３条（サービスの内容） 
本サービスでは、コブリス・プラスにおいて主に以下の情報サービスを利用するために

必要となるデータ登録等を行うため、自社システムとコブリス・プラスとの間でＷｅｂ－
ＡＰＩ方式によるデータ連携を行います。 

• 再生資源利用計画書・再生資源利用促進計画書等の作成 
• 建設副産物実態調査のためのデータ登録 
• 建設副産物・発生土の搬出入計画検討の支援 
なお、詳細（各種の機能及びそれらを利用する手続き等）については、別途定める「コ

ブリス・プラスＡＰＩ仕様書」に示すとおりです。 
第４条（停止、解除） 

1. ＪＡＣＩＣは、利用者が本規約に違反したと判断した場合、利用者への事前の通知
を要することなく本サービスの利用を一時的に停止し又は利用契約を解除すること
ができます。 

2. 利用者は、利用期間中、利用契約を解除することができます。 
3. 前２項の場合、利用者は未払いとなっている利用料金をＪＡＣＩＣが定める期限ま

でに支払うものとし、ＪＡＣＩＣは利用者に対して支払済みの利用料金を返金いた
しません。 
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第 5条（第三者への委託） 
ＪＡＣＩＣは、本サービスの提供に関して必要となる業務の一部を第三者に委託する場

合があります。その場合、ＪＡＣＩＣは、当該委託先に対し、第１９条 (情報の取扱い)、 
第２０ 条 (個人情報保護) 及び第２１条 (情報セキュリティ) について、ＪＡＣＩＣの義
務と同等の義務を負わせるものとします。 
第６条（通知方法） 
本サービスに関わるＪＡＣＩＣから利用者への通知は、本規約に別段の定めがある場合

を除き、電子メールの送信又は本サービスのＷｅｂサイトに掲載する方法により行います。 
第７条（権利、義務の譲渡等） 
利用者は、利用契約に基づく権利、義務その他の地位を第三者に譲渡又は貸与してはな

らないものとします。 
第８条（情報登録者のＩＤの管理） 
 利用者は、本サービスを利用するために取得する情報登録者のＩＤについて、適切に管
理するものとします。 
第９条（利用期間） 
本サービスの利用期間は、年度（４月１日から翌年３月３１日まで）を単位とし、初年

度は利用契約締結の翌日から当該年度末までとします。ただし、契約利用期間が満了する
１ケ月前までにＪＡＣＩＣと利用者がともに契約利用を終了させる意思を相手方に通知し
ない場合は、契約利用期間満了の時から１年間自動的に継続するものとし、以後も同様と
します。 
第１０条（本サービスの提供停止） 

1. 利用者は、次の各号に該当する場合を除き、本サービスを通年２４時間利用するこ
とができます。 

1. １２月２８日（同日が土曜日又は日曜日の場合はその直前の金曜日）の 18 時
から、翌年１月４日（同日が土曜日又は日曜日の場合はその直後の月曜日）
の９時３０分までの期間 

2. 本サービス、その他本サービスを提供するために必要なシステムのメンテナ
ンス、その他の機器等の保守のために本サービスの提供の停止を必要とする
期間 

3. 本サービスに著しい負荷や障害が生じることによって正常なサービスを提供
することが困難となった場合 

4. 電気通信事業者又は国内外の電気通信事業体による電気通信サービスの提供
が停止された場合において、本サービスの提供が困難となったとき 

5. その他、ＪＡＣＩＣが本サービスの提供を停止する必要があると判断した場
合 

2. ＪＡＣＩＣは、上記に定める本サービスの提供を停止する場合、電子メールの送信
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又は本サービスのＷｅｂサイトに掲載する方法で通知します。 
第１１条（データ連携仕様の変更） 

1. ＪＡＣＩＣは、必要があると認めるときは、利用者の合意を得ることなく、本サー
ビスのＡＰＩ仕様を変更することができます。 

2. ＪＡＣＩＣは、前項の変更を行うときは、あらかじめその変更内容、適用期日その他
の必要な事項を利用者に通知するものとします。 

3. 利用者は、第１項の変更に伴い自社システムの仕様変更が発生する場合、自らの責務
において必要な措置を講じるものとします。 

第１２条（自社システムの障害対応） 
利用者は、本サービスの利用に関し自社システムに障害が発生したときは、速やかにＪ

ＡＣＩＣに報告するとともに情報登録者に連絡するものとします。 
第１３条（利用料金） 
本サービスの利用料金は、別途定める料金表のとおりとします。 

第１４条（利用料金の支払い） 
利用者は、前条の料金表に定める方法に従い、ＪＡＣＩＣが指定する期限までに、利用

料金を支払うものとします。なお、振込手数料は利用者の負担とします。 
第１５条（免責） 
ＪＡＣＩＣは、本サービスの停止に起因する一切の損害についていかなる責任も負わな

いものとします。 
第１６条（責任制限） 

1. 本サービスに関して、ＪＡＣＩＣの利用者に対する損害賠償責任が生じた場合にお
ける賠償限度額は、当該利用者の当該１年度分の利用料金（初期調整のための料金
を除く）相当額を上限とします。 

2. 前項の場合、ＪＡＣＩＣの賠償責任の範囲は直接損害に限定されるものとし、ＪＡ
ＣＩＣは、利用者それ以外の第三者に対し、本サービスの利用又は本サービスを利
用しなかったことにより生じた営業利益の損失、業務上の支障、調査費用その他一
切の間接損害又は拡大損害について責任を負わないものとします。 

3. 利用者が、本サービスの利用に起因して、第三者との間で紛争が生じた場合、利用
者の責任において当該紛争を解決するものとし、ＪＡＣＩＣに対して当該紛争に関
する仲裁、照会その他いかなる請求もできないものとします。 

第１７条（権利の帰属） 
本サービスにおいて用いる画像、文章その他一切の著作物にかかる著作権は、ＪＡＣＩ

Ｃに帰属します。 
第１８条（禁止事項） 
利用者は本サービスの利用に関して、以下の行為を行わないものとします。 
1. ＪＡＣＩＣの業務、システム、本サービスの提供に支障を及ぼす行為又はこれらに
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支障を及ぼすおそれのある行為 
2. 第三者への攻撃、妨害、迷惑行為等 
3. 虚偽のデータを登録する行為 
4. 第三者に不正に利用させる行為、なりすまし行為 
5. プライバシー、肖像権その他第三者の権利を侵害する行為 
6. 本サービスのＷｅｂサイトに関する知的財産権を侵害する行為 
7. 類似サービスを作成し又は類似サービスを配布する行為 
8. 公序良俗に反する行為 
9. 法令に違反する行為 
10. その他、ＪＡＣＩＣが不適切と判断する行為 

第１９条（情報の取扱い） 
1. JACIC 及び利用者は、本サービスの利用に先立ち、相互に開示する秘密事項に係る資

料及び情報等の適切な取り扱いについて、各当事者が遵守すべき事項を定めた秘密保
持契約を締結するものとします。 

2. 利用者は、本サービスにより取得した情報を適切に管理し、正当な理由なく第三者に
開示、公開しないものとします。 

第２０条（個人情報保護） 
1. 利用者及びＪＡＣＩＣは、「個人情報の保護に関する法律」に定める個人情報の扱い

については、同法及びその他関連法令を遵守するものとします。 
2. ＪＡＣＩＣは、コブリス・プラスに関するプライバシーポリシーに基づき、個人情報

を取り扱います。 
第２１条（情報セキュリティ） 
ＪＡＣＩＣは、本サービスの提供にあたり、ＪＡＣＩＣが別途定める情報セキュリティ

基本方針に基づき、適切に対策を施すものとします。 
第２２条（反社会的勢力等の排除） 

1. 利用者及びＪＡＣＩＣは、相手方に対し、現時点において反社会的勢力（暴力団、
暴力団員、暴力団員でなくなった時から５年を経過しない者、暴力団準構成員、暴
力団関係企業等、その他これらに準ずる者をいいます）に該当しないこと及び次の
各号のいずれにも該当しないことを保証し、かつ将来にわたり該当しないことを確
約するものとします。 

1. 代表者、取締役、執行役その他実質的に経営権を有する者が暴力団等である
場合又は暴力団等への資金提供を行う等、暴力団等と密接な交際関係を有す
ること 

2. 自ら又は第三者を利用して、他方当事者に対し、自身が暴力団等である旨を
伝え又は関係者が暴力団等である旨を伝えること 

3. 自ら又は第三者を利用して、他方当事者に対し、詐術、暴力的行為又は脅迫
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的言辞を用いること 
4. 自ら又は第三者を利用して、他方当事者の名誉、信用等を毀損し若しくは毀

損するおそれのある行為をすること 
5. 自ら又は第三者を利用して、他方当事者の業務を妨害する行為若しくは妨害

するおそれのある行為をすること 
6. その他、前各号に準ずる行為をすること 

2. 相手方に前項の違反があった場合、利用者及びＪＡＣＩＣは、催告なしに契約の締
結を拒絶又は契約解除することができます。 

第２３条（合意管轄及び準拠法） 
本規約の準拠法は日本法、解釈言語は日本語とし、本規約及び本サービスに関する一切

の紛争については、訴訟物の価額に従い東京簡易裁判所又は東京地方裁判所を第一審の専
属的合意管轄裁判所とします。 
第２４条（規定外事項） 
本規約に定めのない事項又は条項の解釈について疑義が生じたときは、ＪＡＣＩＣの判

断でこれを定めるものとします。 
第２５条（本規約の変更） 
ＪＡＣＩＣは、必要に応じて本規約を変更することがあります。その場合は、遅滞なく

変更後の利用規約を本サービスのＷｅｂサイトに掲載します。本規約の変更の効力は、変
更後の利用規約が掲載された時点で生じ、それ以後、変更後の利用規約を適用するものと
します。 
附則（施行期日） 
本規約は、２０２５年６月（予定）から適用します。 

 


